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の文化や言語に興味を持ち、常に吸収しようとする探究心

が大切だと学びました。日本語教員になるには豊富な知識、

能力が必要だと理解していましたが、オーストラリアに行っ

て『日々、学んでいく』という姿勢こそが大切だと実感しまし

た。将来は、この姿勢を忘れない教員になりたいと思いま

す。このインターンシップを経験したことで、いつか海外で

日本語教員として働きたいと、より強く思うようになりまし

た」（栁絵美子さん）

　「英語がうまく話せない中で過ごした1年間は、自分の精

神力や度胸を鍛えてくれたように思います。そして、今なら

ハッキリと『日本語が好き』と思えるようになりました。でも

一番の財産は、かわいい生徒、優しくて温かい先生方、日本

や日本食、家族を思って寂しいと感じさせることなく過ごさ

せてくれたホストファミリーに出会えたことです。今後は、日

本の学校で国語の先生になるという選択肢もありました

が、外国人に日本語や日本文化を教える日本語教員になり

たいと思っています」（楠本淳子さん）

　世界中で日本語を学ぶ人たちが増え続け、現在では

300万人を超えています。本学の日本語教育インターン

シップは、学生にとって貴重な成長の機会となるだけでな

く、世界で求められている有能な日本語教員を育てるとい

う社会的ニーズにも応えているのです。

　さらに、得たものは実践的な経験だけではなかったそう

です。異文化、異言語の中で暮らしたことで日本や日本語の

良さを再確認することができ、精神的にも大きく成長し、未

来への希望をより明確に抱けるまでになっていました。

　「私はインターンシップを通して日本語だけに限らず他国

　実際に日本語教育インターンシップを経験した２人も、そ

の魅力を熱く語っています。ニュージーランドの Takapuna 

Grammar School に赴任した楠本淳子さん（平成23年

卒業）は、year9 から year13（日本の中学生〜高校生）の

授業を担当。先生とチームティーチングを行う中で、発音の

お手本や各生徒の机をまわりながらの補助、板書、リスニ

ングでの音読、テストの採点、教材作りの手伝いなどさま

ざまなアシスタント業務をこなしました。

　「日本語教員のアシスタントとして1年間経験を積むこと

ができるこのプログラムは、日本語教員という職業に興味

を持っていた私にとって非常に魅力的でした。現地では授

業のサポートのほか、ゲーム感覚で単語を覚えることがで

きる教材なども制作しました」

　オーストラリアの Somerville House に赴任した栁絵美

子さん（平成23年卒業）は、year5 から year12（日本の

小学生〜高校生）を担当。授業で使用する文法を採り入れ

た練習問題を、生徒の興味を引く内容になるよう工夫しな

がら制作しました。

　栁さんは授業のアシスタントのほかにも、毎学期のテス

ト終了後の課外活動を受け持ち、「日本固有の折り紙を教

えたところ、生徒に喜んでもらえたことがとてもうれしかっ

た」と話します。

　日本語教育インターンシップ制度は、平成22年にスター

トしました。世界各国で日本語教員として活躍したいと願う

日本語・日本語教育学科の学生をサポートするための制度

で、派遣先はオーストラリアまたはニュージーランド。4 年

次の夏に希望学生を募り、卒業後の1年間、赴任先の学校

でアシスタント・ティーチャーとして日本語教育に携わりま

す。インターン生として参加するには、国籍は問いませんが、

日本語を母語とする学生であることが必要です。

　赴任先であるオーストラリアの Ogilvie High School、

Somerville House、ニ ュ ー ジ ー ラ ンド の Takapuna 

Grammar School、Waitaki Girls' High School の 4 つ

の学校は目白研心中学校・高等学校の提携校で、いずれも

日本語教育に力を入れているため、海外での日本語教育の

現場体験には最適です。しかも、派遣期間中の住居費や食費

など現地での生活費用は基本的に受け入れ校が全額を負担

するので、経済面での心配をしなくて済むのもメリットです。

　日本語教育インターンシップを担当する若井知草専任講

師は、「海外での日本語教員の求人は主にアジア諸国から

　平成24年度より、外国語学部日本語学科は「日本語・日本語教育学科」へと名称を変更しました。日本語の知識と指導方
法を身につけることができるという学科の特色を、より明確に反映させることが目的です。
　この「指導方法を身につける」ためのオリジナルプログラムとして、同学科では卒業後、希望者には選考によりオーストラリ
アやニュージーランドでの日本語教育インターンシップを行っています。それは、日本語教員を目指す卒業生にとって何ものに
も代えがたい貴重な経験となっています。

日本語教員のアシスタントとして
海外へと赴任する本学独自の制度

折り紙を教えるなど
課外活動も担当

日本語の良さを再確認
未来への希望も得た1年間

実践的技術とともに得る異文化の中での精神的成長

日本語・日本語教育学科の
海外インターンシップ

year12 の生徒たちと記念撮影する楠本さん（2列目右端）。１年間一緒
に過ごした時間は宝物です

課外活動で折り紙を教える栁さん（左端）。生徒たちの楽しそうな笑顔が
何よりの喜びです

栁さんと year8 の生徒たち。授業の練習問題も、生徒の興味を引く内容
になるよう心がけました

Somerville House

北島のオークランドにある
公立の共学校

［ニュージーランド］ ［オーストラリア］

東海岸のブリスベンにある
私立の名門女子校

Takapuna Grammar School
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外国語教員の先生たちと楠本さん。Takapuna Grammar School には日
本語、ドイツ語、フランス語、スペイン語の外国語科目が設置されています

のものであることが多く、英語圏での日本語教員体験は非

常にチャンスが少ないのが現状です。そのため、技術や語

学をはじめ、英語圏の現場での感覚を習得する貴重な経験

となります。また、赴任先では数人でチームを組んで教えて

いくため、チームワークや協調性など、社会人にとって大切

なことも学べるプログラムです」と、インターンシップの意義

を強調します。
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　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満（腹囲：

男性85㎝以上、女性90㎝以上）に加えて、高血糖、高血

圧、脂質異常のいずれか2 つ以上の要因を併せ持った状

態を意味します。日本人の 40 ～74歳の男性の2人に1

人、女性の5人に1人がその患者もしくは予備群に該当す

ると言われており、最近は企業が行う社員向けの健康診

断でも腹囲測定が行われています。

　理学療法士である万行准教授は、かつてリハビリテー

ション業務の中で糖尿病が悪化して足先の神経障害を起

こしたり足を切断したりした患者を診てきた経験から、重

症化する前に合併症を予防することが重要だと感じまし

た。しかし、糖尿病やメタボリックシンドロームは、自覚症

状が少ないため、病院などで「こうしなさい」と保健指導を

受けても、その通りにできる人は少ないのが実情です。そ

　「問題解決療法」と聞くと小難しそうな専門治療のよう

ですが、非日常的な運動や薬物投与などは一切なし。要は

「問題を認識した上で、具体的なその解決策を立て、実行す

る」というプロセスのことです。本研究では、参加者が最初

に「食前の間食はしない」「酒の買い置きはしない」といっ

た行動目標を自ら設定し、全員に配られた歩数計を着用し

て、あとは毎日の体重と歩数、そして腹囲を週１回記録し

たものを、自身の行動目標の達成度とコメントとともに毎

週提出するだけ。万行准教授からはその都度、「助言や賞

賛」を書き込んだフィードバックが行われました。

　この「賞賛」というのが大きなポイント。「無理な目標を

立てても実行できなければ意味がありません。人間は『こ

プログラムの基本は
「無理なく、前向きに」

生活習慣の改善効果を立証
リバウンドもほぼ見られず

教職員で成果を実証

　メタボリックシンドローム、略して「メタボ」という単語が一般的になったのはつい最近のこと。心疾患のリスクが極めて

高いものの、自覚症状が乏しく予防が難しいとされるこの症状に、他の疾患への対処手法を応用しようとする研究が本学助

成の下で行われました。実験対象として参加したのは本学の教職員20名。目白大学教職員が文字通り、身体を張って取り

組んだ研究活動をご紹介します。

れならできる』という自信がつくと行動が変わり、また、そ

の行動が継続しやすいと言われています。そこで、目標が

守れなかったときは『自分が悪いのではなく目標の設定方

法が悪いのだ』として無理のない目標に設定し直してもら

い、私からのコメントはとにかく褒めて前向きに感じても

らえるような内容を心がけました」と万行准教授。この姿

勢、日頃の学生指導にも役立っているかも……？

　その他、生活習慣の改善や問題解決療法に関する知識

を提供する「メタボ撃退通信」と題した通信紙や、「ずば

り！お答えします！！」という個別質問への回答プリントな

どを配布。12週間に及ぶプログラムは「できるだけ楽しみ

ながら取り組んでもらう」というスタンスで続けられまし

た。

「問題解決療法」で
メタボ撃退を目指す

桐榮祭の記念講演で
教職員自らカミングアウト

保健医療学部　理学療法学科

万
まんぎょう

行 里
り か

佳 准教授

早稲田大学大学院人間科学研究
科博士後期課程修了。博士（人間科
学）。総合病院等でのリハビリテー
ションの臨床経験を経て平成17
年 より理 学 療 法 学 科 専任 講 師、
22 年より准教授。専門は内科疾
患理学療法学。本研究の成果をも
とにした博士論文のタイトルは「メ
タボリックシンドローム予備群を
対象としたライフスタイル変容介
入に関する研究：行動変容理論の
適用」。

こで、従来はうつ病等の精神疾患への対処方法として用い

られ、代謝疾患への適用例が少ない「問題解決療法」とい

う手法をメタボリックシンドロームの発症予防に採り入れ

ることで、生活習慣や発症予防にどのような効果があるか

を研究することにしました。

　通常、このような研究では被験者の情報等は一切明らか

にされません。本研究の成果報告書でも、対象者は「A 大

学に勤務する30歳以上の教職員」とだけ記されています。

ところが、昨年10月の桐榮祭で行われたこの研究成果を

用いた記念講演『中高年のためのメタボ解消法』で、研究対

象として参加した教職員が自ら「これ、私のデータですね」

などと聴衆席から不規則（？）発言。笑いも起こった和やか

な講演会場で、本学教職員が自ら実験台となった研究であ

ることが明らかになってしまいました。
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プログラム実施群

総コレステロール 腹　　囲 BMI（Body Mass Index）

非実施群

　その成果は上のグラフの通り。12週間のプログラム終

了後は総コレステロール、肥満指数である BMI の数値が

低下し、腹囲は平均2㎝以上減少しました。また、生活習慣

についても、プログラムを実施した群の歩行時間は1日あ

たり30 分以上延長し、アルコール摂取量は1週間あたり

100g 以上減少。プログラムを実施していない群は、両項

目ともほとんど変化がありませんでした。

　さらに、このプログラムが終了した1年後に、同じ参加者

に対して再調査を実施したところ、終了した1年前と生活

習慣や血液検査、BMI、腹囲など全ての測定項目で変化

がなく、改善効果が継続していたことも明らかになりまし

た。いわゆるリバウンドがほぼ見られなかったことで、問題

解決療法がメタボリックシンドロームの発症を予防し、生

活習慣を改善するのに有用であることが立証されたと言

えるでしょう。

　問題解決療法のメリットは、「知識のみを教授する健康

指導に比べて、各個人が自己の行動パターンを学習し、行

動における問題対処能力が向上すること、それを実行する

ことで有効性を実感し、さらに継続されやすくなること」

（万行准教授）にあります。本研究をさらに進めて地域にお

ける予防教室や医療現場における保健指導へと結びつけ

ていけば、発症予防効果や疾患進行の遅延効果が期待で

きるとのこと。本学教職員が身体を張って有効性を確認し

たこの新たなメタボ対策、やがて日本全体の健康医療事

情に劇的な効果をもたらす日が来るのでは？

問題解決療法によるプログラム実施前後の数値の変化

「効果的な歩き方」を尋ねる個別質問への
回答プリント（上）。（右）は被験者に配られ
た歩数計。
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先輩を支え、自らも成長する NEWS&INFORMATION

今年度も、製菓学科の学生が作った
お菓子の学内販売が始まりました

　短期大学部製菓学科の学生が実習で作った洋菓子・和菓子
の学内販売が今年度も始まりました（不定期に開催）。他学科
の学生や教職員を対象に販売するこの実習は、製造から販売
までを経験する貴重な機会となるだけでなく、購入する側もお
いしいお菓子を楽しむことができる大人気の催しとなってい
ます。
　今回は、４月27日から7月27日にかけて洋菓子6回と和
菓子6回、計12回の販売が行われます。第１回はコーヒークリー
ムのロールケーキ「ルーロー・カフェ」（100円）。口の中でとろ
けるふわふわのスポンジが大好評でした。第２回のラズベリー
が入った「フロマージュ」（150円）は、甘酸っぱいラズベリーが
レアチーズクリームと相性抜群で、こちらも大人気でした。い
ずれも長蛇の列ができ、あっという間に完売しました。
　実際に販売を経験した学生からは、「商品としてお金をいた
だくので、味に気を配るだけでなく見た目もきれいに仕上げる

2012.3.20－29
オーストラリア語学研修
　3月20日から10日間、オーストラリアのア
デレードで語学研修が行われ、高校生約10
名が参加した。英語研修だけでなく、姉妹校
である St. Aloysius 高校等との交流授業も
ふんだんに組み込まれ、オーストラリアの高
校生活を経験。身振り手振りを交えた英語で
のコミュニケーションで、現地の高校生との
交流を深めた。ホームステイ先からの移動に
も慣れ、研修終盤にはオーストラリアの生活
に溶け込み、有意義な研修となった。

2012.4.9
平成24年度
目白研心中学校・高等学校入学式
　4月9日に平成24 年度入学式が執り行わ
れた。本校東門には美しい桜が咲き誇り、教
職員や在校生と共に、初めて登校してくる新
入生を温かく出迎えた。厳かな会場の空気の
中、新しく着任した松下秀房校長からは、「高
い目標を掲げて、その達成のための努力を惜
しまずに全力で向かっていってほしい」と、新
入生への期待と応援の気持ちのこもったメッ
セージが送られた。

2012.4.11
防災訓練を開催
　地震発生を想定しての防災訓練を実施。災
害発生時に生徒自身が安全な行動をとれる
よう、避難経路の確認、緊急時の自分の身の
守り方・行動についての指導が行われた。生
徒は各自防災頭巾を被り、体育館へ避難。災
害に対する“日頃からの備え”の重要性を感じ
る一日となった。

2012.3.14
看護学部が実習先病院の
就職説明会を実施
　看護学部が就職説明会を実施。実習先の
11 の病院にご参加いただき、各病院の説明
や個別相談が行われた。4 年生を中心に約
90名の学生が出席し、各病院の看護部長や
教育担当師長の熱心な説明に、学生は真剣
な面持ちで耳を傾けた。

2012.3.15
韓国の7大学の
総長ご一行が本学を訪問
　日本の短期大学に相当する韓国の専門大

TOPICS

中学校・高校

大学・短大・大学院

フォロくま隊の就活サポート
学7校の総長が新宿キャンパスを訪問。数あ
る日本の大学の中から、本学が駐日韓国大使
館より要請を受け、これに応える形で実現し
た。佐藤弘毅学長の講演や施設の見学など
を通じて、韓国の短大の展望を図る有意義な
時間を過ごしていただいた。

2012.3.27
メディア表現学科の学生が
「第8回公共広告CM学生賞」の
奨励賞を受賞
　メディア表現学科1年の加藤唯さん、木村
奎介さん、河野早紀さん、後関まどかさん、佐
久間光さんの5 名で制作した映像作品が、公
益社団法人 AC ジャパン主催の「第8回公共
広告CM 学生賞」で奨励賞を受賞し、汐留電
通ホールで表彰された。受賞作品のテレビ
CM『すき』は学科の課題として制作したもの
で、「素直な気持ちでメッセージを伝えること
の大切さ」を訴えている点が高く評価された。

※学年は受賞時点

よう心がけています」、「お客様の目を見て、ありがとうの心を
込めて販売するようにしています。“おいしい”と喜んでもらえ
るのが一番うれしい！」などの感想が聞かれ、達成感を感じる
ことができる充実した実習となっています。
　なお、この販売活動による売上金は、東日本大震災に対する
義援金として日本赤十字社に全額寄付されます。

　フォロくま隊が結成されたのは、平成22年夏のことで

す。本学が展開するさまざまな就職支援活動を「自分たち

学生の視点からフォローしたい」という学生有志が集まり、

学内でキャリアセンターが開催する合同企業説明会や保

護者対象就職説明会などのイベント運営に、ボランティア

スタッフとして携わるようになりました。

　当初は開催当日の会場受付や誘導を手伝うだけでした

が、そのうち説明会のあり方について意見を交わすミーティ

ングを定期的に行い、準備段階からキャリアセンターと積

極的に話し合うようにまでなりました。最近は、学生対象の

アンケート調査を実施して就活学生の生の声を探り、その

結果をもとに新たな要望や企画を提案したりしています。

その原動力は、「学生のニーズにより合致した企業説明会

を、現に就職活動に挑んでいる先輩たちに提供したい」と

いう学生スタッフ一人ひとりのボランティア精神です。

　学生の活動といえば、先輩が後輩の面倒を見るのが一般

的。ところが、フォロくま隊は逆に、先輩の就職活動を進ん

でフォローしようという後輩たちの集まりです。学生の課外

活動としては、珍しくも画期的と言えるでしょう。

　先輩の就職活動を支えるという性質上、該当学年になら

ないと間近で見る機会が少ない企業の採用活動に、フォロ

くま隊の学生スタッフは1・2年次からしばしば触れること

になります。実際に就職活動をしている先輩の姿に接する

だけでなく、説明会に参加していただいた企業の採用担当

者と直接コミュニケーションを取る機会もあるなど、近い

将来に就職活動に挑む自分自身にとってのメリットも少な

くありません。現にこの春卒業した8人の1期生や就活中

の4 年生は、日本赤十字社や木下工務店、関電工など難関

とされる企業や団体に就職（内定）しています。

　学内の企業説明会に学生のニーズを反映させていくこと

は、近い将来の自分たちの就職活動に必要な大学のサポー

トを自らの手で充実させていくことでもあります。自分自身

の進路にも関わるので、スタッフのモチベーション向上にも

繋がっていくのです。彼らの前向きな意欲が大学としての

就職支援活動全体にも好影響をもたらすため、キャリアセ

ンターでもフォロくま隊の自主性や意思を重視しています。

　本学の学生就職支援にとって、今や欠かせない貴重な戦

力となりつつあるフォロくま隊。今年も2・3年生を中心とす

るスタッフが集まって、活発な意見交換を繰り返しながら、

リクルートスーツ姿の先輩たちをさりげなくフォローしてい

ます。

後輩が先輩の就活を進んでフォロー

企業の採用活動に早くから接するメリットも

　後輩が先輩の就職活動をサポートする─目白大学では、そんな学
生ボランティアグループが2年前から活動しています。その名も「フォ
ロくま隊」。本学の就職支援活動に欠かせない存在として、新宿キャン
パスで学生の就職を支援するキャリアセンターに定着しつつあります。

キャリアセンターのイ
メージキャラクター

「フォロくま」。メディ
ア表現学科の学生か
らの公募によって誕
生しました

合同企業説明会で受付を担当

意見が飛び交う自主ミーティング

オリジナルシャツを着たフォロくま隊の今年度スタッフ
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　「入学式のときには、『保護者の方はこちらですよ』
なんて言われて大変だったんですよ」
　そう笑う熊田和子さんは、昭和8年生まれの78歳。
現在、韓国語学科で学ぶ3年生です。27年間、目白
学園中学校・高等学校（現 目白研心中学校・高等学校）
で教員をされていました。定年後もその勉学への意
欲は衰えず、一念発起。他の学生と同様、受験を経て
平成22年春、目白大学に入学しました。
　「健康で自立した生活をしたい、というのが私の目
標。夫が亡くなり、一人になって『自分の力でのめり込
めるもの』を考えたとき、私にとってそれは勉強だった
んです。大学時代は日本史を専攻していましたし、教員
として教えていたのは社会科。日本史の延長として、
韓国の歴史を勉強してみたいと思いました」
　しかし、学ぶだけならカルチャーセンターなどでも
よいはず。なぜ、大学で学ぼうと思ったのでしょうか？
　「とにかく系統的に勉強したかったんです。『せっか
くなら大学で学んでみよう』と。体力面での不安もあ
りましたけれど、色々な方に相談して決めました。『そ
の歳になってそこまで苦労することもないんじゃな
い』と言う方もいます。でも、そういう方にはあえて話
を聞きませんでした（笑）。入学前から最も応援してく
れたのは主人の兄夫婦ですね。いつも心配し、励まし
てくれるんです。それに友人たちも。たくさんの人に支

えられて自分の好きなこと
ができているわけですから、
中途半端では終われません
し、必ずやり遂げたいと思っ
ています」
　韓国語学科では2年次の
留学が必須になっています。

「まさかこの歳で留学すると
は思っていなかった」という
熊田さんも、若い学生たちに
混じって1年間、蔚

ウルサン

山大学校

　目白大学には、78歳にして学習・研究活動に励む学生が在
籍しています。熊田和子さん。他の学生と同じカリキュラムに取り
組み、昨年は韓国へ1年間留学するなど、今なお勉強への情熱は
衰えません。近年注目される生涯学習を体現する姿は、改めて学
業へと力を注ごうと考える年輩の方だけでなく、今から社会へと
巣立っていく若者にも勇気を与えてくれることでしょう。
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田
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熊
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和
かず

子
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さん

定年後に「自分の力でのめり込めるもの」
それが大学での韓国史研究だった

韓国への留学
周囲の支えが勉強を続ける力となる

韓国留学へ出発する熊田さん（前列左端）

　「電子辞書を片手に街へ出て、日本語と韓国語が混
じった片言で行きたいところに案内してもらったりし
ていました。寄宿舎での生活はもちろんのこと、現地
ではすべて自分がやらないと何もできないわけです。
だから、留学を経て性格も少し変わったかもしれませ
ん。日本に帰って来ると、以前よりも積極的に話をす
るようになっていて、皆さんビックリしていますよ」
　1限から授業のある日は、朝8時にはキャンパスに
到着して授業を受けます。放課後は図書館で勉強を
し、帰るのは19時頃。もちろん、授業中に机を並べる
のは20歳前後の学生たちです。
　「クラスメイトには『くまちゃん』と呼ばれているんで
す。この歳になって、50歳以上も歳の離れた友人が
できたことも、入学してよかったと思う点の一つです
ね」
　今もなお学習と研究に力を注ぎ、前進し続けている
熊田さん。最後にその原動力を聞いてみました。
　「まわりの人たちや先生方にも恵まれ、職員の方も
気軽に声をかけてくださるので、この学校で勉強する
ことにすごく安心感があるんですね。エネルギーの中
心は自分の気持ちではありますけど、自分を支えてく
ださっている方々の存在がすごく大きな力になってい
ます。
　それに、年輩の方の中には、もう一度勉強したいと
思っている方もかなりいらっしゃるみたいなんです
ね。でも『背中を押すものがない』と言うんです。そん
な方々のためにも、私が勉強する姿を見せることで小
さな道を作ることができるのかな、とも思っています。
　卒論は、韓国の文化を研究テーマにして、留学体験
を活かしたよりよいものに仕上げるつもりです。文献
を調べればまとまるような論文では、せっかく韓国に
行った体験がもったいないですから」

へ留学しました。現地メディアの取材も受けたという
留学生活を、楽しそうに振りかえります。定

年
後
に
入
り
直
し
た
韓
国
語
学
科
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究
に
取
り
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